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上小支部

今回で第 回目
のカレンダー・手帳
プレゼント会が上田
駅のお城口前会場で
開催されました。今
年は昨年と同じく、
天候が良く平年に比

べ気温が高い中で実施されました。
集まったカレンダーは約 枚、手帳は約
冊、日めくりと一枚もの約 部が提供さ

れ、午前中は 名のスタッフにより汗をかきな
がら巻き戻し・仕分け作業を実施。午後の配布は
名のスタッフで対応、総勢 名の皆様に応

援していただきました。
上田駅前会場の準備を始める頃には大勢の皆
さんが列をつくり待っており、整理券の配布数は
昨年同様の約 枚で、配布中には「プレゼン
ト会を楽しみにしていた」等の声もありました。
プレゼント方法は 人を グループとして

分間の選択時間を設け、ローテーションで実施。
寒空の下で白熱したプレゼント会となりました。
また、駅前で行っていたこともあり通行人も興味
を示しておりました。
多くのスタッフの協力により、けが人等もなく
無事終了することができました。プレゼント会が
毎年の恒例イベントとして、定着し周知されてい
ることを改めて認識しました。

（上小支部 宮嶋文男 長野計器㈱）

中信支部

中信支部では
月 日（木）

に第 回「カレ
ンダープレゼント
会」を実施しまし
た。今年も昨年に
引き続き「信毎メ

ディアガーデン」での開催となりました。
会員と市民の皆さんから提供いただいたカレ

ンダーと手帳は今年も 枚を超え、 時か
らの整理券を求めて朝早くから約 名、延べ
人数では約 名の市民の皆さんに来場いただ
きました。 時の第 回目の配布ではテーブル
いっぱいに用意した数多くのカレンダーがあっ
という間になくなり、市民の皆さんのパワーとこ
のプレゼント会を待ち望まれていた気持ちが伝
わってきました。全部で 回配布を行い、どの
回も持ちきれないほど両手に抱えて会場を後に
する光景が見られ、ご自宅で使用される他にも近
所や施設へ配ったりする方も多く、少しでも無駄
にせずに物を大切にする意識をこの機会にさら
に高めていただければと感じました。
今回も会員企業をはじめとしたボランティア

の方々のご協力の下、大きな混乱もなく無事開催
することができました。カレンダー類を提供いた
だいた会員の皆様や運営にご協力いただきまし
た皆様にこの場を借りて感謝申し上げます。
（中信支部 宮坂 学 キッセイ薬品工業㈱）

気候変動はもはや気候危機であ
ると認識したほうがよいと思われ
る気象現象が相次いでいます。
日本を除く世界の数多くの
国 ・々自治体が「気候非常事態」を
宣言していましたが、 月 日に
白馬村、翌々日の 日には長野県
が宣言を出すなど、日本でもやっと動きが出てき
ました。
「できることからやる」ではなく「やるべきこ
とをすぐやる」ことが必要になってきた状況であ
り、協会発足当時の「地球温暖化を防ごう」から
の大きな状況変化を認識し、気候変動についての
最新状況を専門家から聞き、企業は何をなすべき
か考える機会にしようと気候変動セミナー「気候
変動の最新状況とこれから」を企画しました。

講師は、気候変動と に関し
て国際的に活躍されている地球環境
戦略研究機関（ ）上席研究員の
藤野純一さんです。

月 日、茅野駅隣りのマリオ
ローヤル会館を会場に、会員および
一般市民の方々 名が参加、折しも

この日は を前に世界中で
が行われ、それに呼応するタイミングでの

開催となりました。
藤野さんご自身の経験に基づくグローバルか

つローカルな視点からの話に引き込まれるとと
もに、 ℃目標達成は、今すぐ取り組めば間に
合うこと、ただし思い切った取り組みが必要であ
ることがよくわかりました。

（諏訪支部 平島安人 セイコーエプソン㈱）

〔諏訪支部〕 気候変動セミナー「気候変動の最新状況とこれから」を開催しました
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トマト
ト マ ト
は高温に
なると、直

射日光があたった部分
が高温になり、黄色や緑
色になってしまいます
（写真↗）。また、受粉
しなければ実がなりま
せんが、花粉の稔性（受
精する力）が落ちて、実
がつきにくくなります。
「尻腐れ」（写真→）と
いって、トマトの先端部
分が腐ったように黒く
なる生理障害も起こってしまいます。
露地栽培が可能な加工用トマトと異なり、生食

用トマトは、雨で皮が破れてしまうため、ハウス
で栽培しますが、ハウス内の温度は、外気の温度
より高くなります。そこで、日光を ～ 割カッ
トする遮光資材をハウスの天井に取り付けて、そ
の効果を試験しました。涼しくはなりましたが、
光合成に必要な光もカットされてしまい、トマト
の収量が減る、という問題が出てしまいました。
現在は、光を遮らずに温度を下げるため、細霧

冷房（ミスト）で温度を下げる試験をしています。
最近では、マラソンや高速道路のサービスエリア
などにも導入されている細霧冷房は、水が液体か
ら気体になるときに周りから熱を奪って涼しく
なる気化熱の原理を利用しています。トマトが濡
れない小さな粒の霧（ドライミスト）で、この細
霧冷房の有無により収量と品質にどう差が出る
か調査をしています。

セルリー 長野県は生産日本一！
セロリ
特に夏場

（ ～ 月）の生
産は原村だけで全国の
％を占めています。
セルリーは高温にな
ると、葉先が黄色っぽく
なります。葉先の青さが
鮮度の目安とされるため、品質低下により等級が
下がってしまいます。
以前の試験で、遮光資材を収穫の直前に覆うと
効果があることがわかりましたが、広大な畑への
導入は現実的ではありませんでした。セルリーは
新品種の開発にはレタスなどに比べて時間を要
します。他によい対策技術がないか、検討を続け
ています。

緩和と適応
これまでご紹介してきたように、野菜花き試験
場では適応策を主体に様々な試験を行っていま
す。緩和策としては、施設の効率的な「省電力」
や燃費のよい農業機械の使用、また、化学肥料を
作るにもエネルギーを使うので、化学肥料を少な
くできる「緑肥」などの技術開発が挙げられます。

月の一般公開デーで目
にした「レタスの花」。キク
科のレタスはタンポポのよ
うに綿毛になっていました
が、種をとるため、レタスの
中の芯が伸びるように、球の
葉を剥いたのだそうです。レ
タスの野生種は球にはなら
ないなど、素人にもわかりや
すく丁寧に説明下さった育種部長・小澤智美さん、
本当にありがとうございました。

✿写真（外観・レタスの花以外）は長野県野菜花き試験
場にご提供いただきました。

✿新春特集✿
野菜と地球温暖化〈後編〉トマト・セルリー
新年号「〈前編〉レタス」に続き、昨秋、長野県
野菜花き試験場で伺ったお話をまとめました。

 

長野県野菜花き試験場（塩尻）
標高 ほ場面積 ガラス室等 棟
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